
 

 

 

 

 

 

令和元年度 全国学力・学習状況調査 

 

 

 

  

調査実施日  令和元年4月 1８日 

             調査対象   第 6学年  

             調査科目   算数・国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省では平成19年度から全国的に子どもたちの学力を把握するための 

全国学力・学習状況調査を実施しています。 



算数  ・・・全国平均と比較し、同程度である。 

 

〔調査結果の分析〕 

○ 2本の棒グラフを比較し、資料の特徴や傾向を読み取り、棒グラフの値が何倍になるか

を求める設問に対する正答率が、全国平均を大きく上回っています。 

○ 式や図を提示された説明の文に倣って、言葉で説明するという応用的な設問に対する 

正答率が、全国平均と比較して努力を要します。 

○ 解答の理由や根拠を問う設問の正答率が全国平均と比較して努力を要します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語  ・・・ 全国平均と比較し、同程度である 

 

〔調査結果の分析〕 

○ 示された資料がどのような目的で使用されているかを答える設問で、正答率が全国平均と比較し

て上回っています。 

○ 記述に関する問題の正答率が、全国平均と比較して努力を要します。 

特に、話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる設問に対する正答率が、全国平均と 

比較して努力を要します。 

○ ひらがなで書かれた言葉を漢字になおす設問の正答率が、全国平均と比較して努力を要します。 

 

  

 

 

 

 

 

（課題） 

・答えを導くまでの考え方を説明したり、今までの知識を活用して答えを求めたり

することが苦手なようです。 

・一つ一つの解答に時間がかかり、手を付けられなかった設問があるようです。 

または、わからない問題に手を付けられなかったり、あきらめてしまっていたり 

するようです。 

（手立て） 

・ただ答えを導くだけの指導ではなく、答えを導くまでの自分の考えを論理的に 

説明できるような手立てをとりながら指導します。 

・問題提示の仕方、数学的活動、伝え合い活動といった教師の働きかけを工夫し、 

指導していきます。 

・図や言葉の意味を関連づけて式の意味を説明する活動を授業に取り入れます。 

（課題） 

・話し手の思いや考えについて、自分の考えを明確にしてまとめることに 

課題があります。 

・漢字を文章の中で正しく使う、漢字の書き取りに課題があります。 

（手立て） 

・文章構成や表現のよさに着目して、自分の考えを文章で表現したり書いたりする

活動をしていきます。 

・既習の漢字の意味を考えて使う習慣が身につくように、普段の学習で適切に 

使えるように指導していきます。 


